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消費税８％，１０％の問題・４ 

 

 商品の本体価格に消費税を加えた金額を，税込み価格といいます。消費税は１円未満は切り捨てます。あ

る店では，８％の消費税率が１０％に上がっても，税込み価格が変わらないように，本体価格を値下げする

キャンペーンを行いました。 

ただし，この店では，消費税率が１０％に上がると税込み価格としてありえないような金額である税込み

価格の商品は置いていないものとします。たとえば，税込み価格が１０９円の商品は，消費税率が８％のと

きに本体価格が１０１円です。ところが，消費税率が１０％になると，本体価格が９９円の商品の税込み価

格は１０８円，本体価格が１００円の商品の税込み価格は１１０円となるので，税込み価格が１０９円にな

ることはありません。このような税込み価格の商品は，この店には置いていないものとします。 

 

（１）税込み価格が１００円の商品は，本体価格を何円値下げすることになりますか。 

 

（２）ある商品は，消費税率が８％のときに２２４円の消費税がかかっていました。この商品の本体価格を

何円値下げすればよいですか。考えられるものをすべて答えなさい。 

 

（３）消費税率が８％のときにあああ円の消費税がかかっていた商品の場合，本体価格の値下げ額が１通

りしか考えられません。あああにあてはまる最も小さい数と，小さいほうから１４番目の数を答えな

さい。 
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消費税８％，１０％の問題・４ （１）２円 （２）５１円，５２円 （３）１７円，３０３円 

 

（１）１÷０.０８＝１２.５より，消費税率が８％のとき，消費税額は本体価格１２.５円ごとに１円かかり

ます。実際には本体価格は円の単位で整数の値をとりますから，本体価格・消費税額・税込み価格の関

係は，次のようになります。 

 

本体価格 消費税額 税込み価格 

０～１２ ０ ０～１２ 

１３～２４ １ １４～２５ 

２５～３７ ２ ２７～３９ 

３８～４９ ３ ４１～５２ 

５０～６２ ４ ５４～６６ 

… … … 

 

   １２.５×２＝２５より，本体価格が２５の整数倍である，表の影をつけた部分に注目をすると，税

込み価格２７円ごとに消費税額は２円かかり，本体価格が２７の整数倍より１４円以上高い場合にはさ

らに１円消費税額がかかります。よって，消費税率が８％のとき，税込み価格が１００円の商品にかか

っている消費税額は，１００÷２７＝３余り１９より，２×３＋１＝７（円）です。 

   同様のことを消費税率１０％の場合にも考えます。１÷０.１＝１０より，消費税率が１０％のとき，

消費税額は本体価格１０円ごとに１円かかります。よって，本体価格・消費税額・税込み価格の関係は，

次のようになります。 

 

本体価格 消費税額 税込み価格 

０～９ ０ ０～９ 

１０～１９ １ １１～２０ 

２０～２９ ２ ２２～３１ 

… … … 

 

   税込み価格１１円ごとに消費税額は１円かかるので，消費税率が１０％のとき，税込み価格が１００

円の商品にかかっている消費税額は，１００÷１１＝９余り１より，９円です。 

   消費税率が８％のときと１０％のときを比べると，税込み価格が１００円の場合消費税額が 

９－７＝２（円）高くなるので，本体価格を２円値下げすることになります。 
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（２）消費税率が８％のとき，消費税額は税込み価格２７円ごとに２円かかっているので，消費税額が 

２２４円であるような税込み価格は，２２４÷２×２７＝３０２４より，３０２４円以上です。また，

税込み価格が３０２４＋１４＝３０３８（円）になると，消費税額が１円増えて２２５円になります。

そして，３０３８円より１円少ない３０３７円は，消費税率が８％のときにはありえない税込み価格で

す。よって，次のようになります。 

 

税込み価格 3024 3025 3026 3027 3028 3029 3030 3031 3032 3033 3034 3035 3036 3037 

８％の消費税額 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 × 

 

   これらの税込み価格について，消費税率が１０％のときの消費税額を考えます。 

３０２４÷１１＝２７４余り１０より，３０２４円は１１の倍数より１小さい金額ですから，消費税率

が１０％のときにはありえない税込み価格です。３０２５÷１１＝２７５，および，３０２５＋１１＝

３０３６，３０３６÷１１＝２７６より，消費税率が１０％のときの消費税額を表に加えると，次のよ

うになります。 

 

税込み価格 3024 3025 3026 3027 3028 3029 3030 3031 3032 3033 3034 3035 3036 3037 

８％の消費税額 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 224 × 

10％の消費税額 × 275 275 275 275 275 275 275 275 275 275 × 276 276 

 

   以上より，消費税額の差は，２７５－２２４＝５１（円）か，２７６－２２４＝５２（円）ですから，

本体価格の値下げ額も５１円か５２円です。 
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（３）消費税率が８％のときの税込み価格は，次のような周期をもちます。 

 

 

 

 

 

 

 

   また，消費税率が１０％のときの税込み価格は，次のような周期をもちます。 

 

 

 

 

 

 

   以上２つの周期の組合せによって，値引き額が決まります。例えば（２）の場合は次のようになりま

す。 

 

 

 

 

 

 

  □に囲まれた２か所のうち，３０２５を含む部分では本体価格の値下げ額が５１円，３０３６の部分で

は５２円です。このことから，□に囲まれた部分が１か所しかできないときに，問題の条件を満たすこ

とがわかります。 
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○ ○ … ○ ○ ○ × 

13 個 3024 

× ○ … ○ × ○ ○ 

10 個 
3025 

3036 

８％の税込み価格 

10％の税込み価格 

× ○ … ○ × ○ … ○ × ○ … ○ × ○ … 

13 個        12 個       13 個   消費税額が等しい組 

あり得ない金額 

27 の倍数      27 の倍数＋14      27 の倍数 

× ○ … ○ × ○ … ○ × ○ … 

10 個        10 個   消費税額が等しい組 

あり得ない金額 

11 の倍数      11 の倍数 
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   □に囲まれた部分が１か所になるのは，次の場合です。 

 

 

 

 

 

 

 

  影をつけた○は，２７の倍数であり１１の倍数＋１である数ですから，ここに注目をして条件を満たす

税込み価格を探します。２７の倍数を順に調べるので十分ですが，２７×２＝５４は１１の倍数である

５５より１小さいことから，２７÷１１＝２余り５より，２７＋５４を１１で割ると余りが４，２７＋

５４×２を１１で割ると余りが３，と余りが小さくなっていくので，２７＋５４×４＝２４３を１１で

割ると余りが１になります。よって，次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

  消費税率が８％のとき，本体価格が２３１円の商品の消費税額は，２３１÷２７＝８余り１５より， 

２×８＋１＝１７（円）ですから，あああにあてはまる最も小さい数は１７です。 

   また，以降は税込み価格が２７と１１の最小公倍数である２９７円上がるごとに同じことが繰り返さ

れます。消費税率が８％のとき，税込み価格２９７円に対して消費税額は２９７÷２７×２＝２２（円）

かかっていますから，小さいほうから１４番目は，１７＋２２×１３＝３０３です。 
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○ ○ … ○ ○ × ○ 

12 個 

× ○ … ○ × ○ ○ 

10 個 

27 の倍数 

８％の税込み価格 

10％の税込み価格 

11 の倍数 11 の倍数 

27 の倍数＋14 

○ ○ … ○ ○ × ○ 

12 個 

× ○ … ○ × ○ ○ 

10 個 

243 

８％の税込み価格 

10％の税込み価格 

242 231 

230 


